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(57)【要約】　　　（修正有）
　
【課題】髪のカット、セット、パーマ、カラーリングな
ど理容・美容施術、整髪に際して使用し、髪をかき分け
髪を所望の位置で固定する便利な理容・美容用の髪留め
クリップを提供する。
【解決手段】先端部及び末端部が下で中央部が上に凸状
に長手方向に湾曲した左上挟持片８及び右上挟持片９、
前記左右上挟持片を連結する上連結部１０、前記上連結
部に屈折し連設した第１操作部１１よりなる上挟持部材
と、前記左右上挟持片とで髪を挟持し、頭部に沿うよう
に長手方向に湾曲した左下挟持片及び右下挟持片、前記
左右下挟持片を連結する下連結部、前記下連結部に連設
した第２操作部１８よりなる下挟持部材と、前記左右上
挟持片と前記左右下挟持片を閉じるバネ付勢を有するバ
ネ機構１２と、から構成されることを特徴とする髪留め
クリップの構成とした。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　先端部及び末端部が下で中央部が上に凸状に長手方向に湾曲した左上挟持片及び右上挟
持片、前記左右上挟持片を連結する上連結部、前記上連結部に屈折し連設した第１操作部
よりなる上挟持部材と、
前記左右上挟持片とで髪を挟持し、頭部に沿うように長手方向に湾曲した左下挟持片及び
右下挟持片、前記左右下挟持片を連結する下連結部、前記下連結部に連設した第２操作部
よりなる下挟持部材と、
前記左右上挟持片と前記左右下挟持片を閉じるバネ付勢を有するバネ機構と、から構成さ
れることを特徴とする髪留めクリップ。
【請求項２】
　前記左右上挟持片と上連結部及び前記左右下挟持片と下連結部が、全体として平面略U
字形状で、かつ上挟持部材が金型で一体成型されたことを特徴とする請求項１に記載の髪
留めクリップ。
【請求項３】
　前記左右上挟持片と上連結部及び前記左右下挟持片と下連結部が、全体として平面略Ｃ
字形状で、かつ上挟持部材が金型で一体成型されたことを特徴とする請求項１に記載の髪
留めクリップ。
【請求項４】
　さらに、前記上連結部に連設し、左右上挟持片の間に位置する先端部及び末端部が下で
中央部が上に凸状に長手方向に湾曲した中央上挟持片と、前記下連結部に連設し、前記中
央上挟持片とで髪を挟持し、頭部に沿うように長手方向に湾曲した中央下挟持片とを設け
たことを特徴とする請求項１～請求項３の何れか１項に記載の髪留めクリップ。
【請求項５】
　前記左右上挟持片の長手方向と直交する横方向の幅が異なることを特徴とする請求項１
～請求項４の何れか１項に記載の髪留めクリップ。
【請求項６】
　先端部及び末端部が下で中央部が上に凸状に長手方向に湾曲した上挟持片、前記上挟持
片の長手方向と直交する横方向に延設された板、前記上挟持片に屈折し連設した第１操作
部よりなる上挟持部材と、
前記上挟持片とで髪を挟持し、頭部に沿うように長手方向に湾曲した下挟持片及び前記下
挟持片に連設した第２操作部よりなる下挟持部材と、
前記上下挟持片を閉じるバネ付勢を有するバネ機構とから構成されることを特徴とする髪
留めクリップ。
【請求項７】
　前記バネ機構が、前記第１操作部の両サイドにそれぞれ垂下する左右の側部と前記第２
操作部の両サイドにそれぞれ起立する左右の起立部との重なり部に挿通固定され、前記左
右上挟持片と前記左右下挟持片の開閉支点となる軸と、前記軸に挿通し、第１、第２操作
部の裏面にそれぞれ端部が係止する捻りバネと、からなることを特徴とする請求項１～請
求項６の何れか１項に記載の髪留めクリップ。
【請求項８】
　前記第１操作部の上面に、エンボス加工された弾性体シートを貼付したことを特徴とす
る請求項１～請求項７の何れか１項に記載の髪留めクリップ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、髪留めクリップに関し、特に髪のカット、セット、パーマ、カラーリングな
ど理容・美容施術、整髪に際して使用し、髪をかき分け髪を所望の位置で固定する便利な
理容・美容用の髪留めクリップに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来から、髪の理容・美容施術、例えばカラーリング時には、特許文献１の図１２～図
２３に示すようなダッカールなどと呼ばれる髪留めクリップを複数本繰り返し使用し、髪
をかき分け髪の根元から、髪全体、或いは所望の箇所に染色液を髪に塗布している。
【０００３】
　理容・美容施術、整髪に使用する従来の髪留めクリップは、図１０～図１２に示す構造
が一般的である。図１０が従来の髪留めクリップの開口時の斜視図、図１１が平面（Ａ）
、底面（Ｂ）一部透視図、図１２が閉じた時の左（Ｂ）右（Ａ）、開口時の右（Ｃ）側面
一部透視図である。
【０００４】
　髪留めクリップ１は、上挟持部材２と、下挟持部材３と、バネ機構４からなる。上挟持
部材２は、図１２（Ｃ）に示すように、先端部２ｆ及び末端部２ｇが下で中央部２ｈが上
に凸状に長手方向に湾曲した上挟持片２ａと、前記上挟持片２ａに屈折し連設した第１操
作部２ｂよりなる。
【０００５】
　下挟持部材３は、前記上挟持片２ａとで髪を挟持し、頭部に沿うように、先端部３ｅ及
び末端部３ｆが下で中央部３ｇが上に凸状に長手方向に湾曲した下挟持片３ａと、前記下
挟持片３ａに連設した第２操作部３ｂよりなる。
【０００６】
　上挟持片２ａ、下挟持片３ａには、髪留めクリップの軽量、素材節約の観点から長手方
向に長い貫通孔２ｅ、３ｄが設けられていが、貫通孔２ｅ、３ｄのない髪留めクリップも
流通している。また、上下挟持片２ａ、３ａは、ほぼ湾曲程度、長さ、幅ともに同形状で
ある。
【０００７】
　バネ機構４は、前記上下挟持片２ａ、３ａを閉じるバネ付勢を有する。バネ機構１２は
、一般的には、図１０～図１２に示すように、第１操作部２ｂの両サイドにそれぞれ垂下
する左右の側部２ｃ、２ｃと、第２操作部３ｂの両サイドにそれぞれ起立する左右の起立
部３ｃ、３ｃとの重なり部５ｂに挿通固定され、上下挟持片２ａ、３ａの開閉支点となる
軸５ａと、軸５ａに挿通し、第１、第２操作部２ｂ、３ｂの裏面にそれぞれ端部が係止す
る捻りバネ５とからなる。
【０００８】
　軸５ａは、一般には、起立部３ｃに穿設された孔と、第１操作部２ｂの上挟持片２ａ側
に設けた第１操作部２ｂ上面まで開口した挿通孔２ｄに挿通固定される。重なり部５ｂは
、上挟持片２ａが内側に位置しても外側に位置してもよい。
【０００９】
　このようにしてなる髪留めクリップ１は、図１２（Ｃ）に示すように、第１、第２操作
部を指で摘み、矢印方向の力をかけることで、軸５ａを支点に先端部２ｆ、３ｅから一点
両矢印方向に開口１ａする。その後、髪を挟み、指を第１、第２操作部から離すことで、
髪を所定の位置に固定することができる。
【００１０】
　ところが、例えばカラーリング時には、髪の根元に染色液を塗布し易いように、染色液
を塗布する部分の髪を左右にかき分け、左右に髪留めクリップを少なくとも２本使用しな
ければならい。また、髪の長い被施術者には複数本の髪留めクリップを１箇所で使用して
いる。従って、カラーリング終了までに、施術者は何度も何度も髪留めクリップの固定、
取り外す作業を繰り返す必要があり、極めて煩雑であった。同様に、髪のカット、セット
パーマなどの理容・美容施術においても、多数回繰り返し髪留めクリップの着脱を必要と
していた。
【特許文献１】特願２００５－３１３４７１号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
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【００１１】
　そこで、本考案は、特に髪のカット、セット、パーマ、カラーリングなど理容・美容施
術、整髪に際して使用し、髪をかき分け髪を所望の位置で固定する使用頻度が少なくて済
む便利な理容・美容用の髪留めクリップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本考案は、上記の課題を解決するために、先端部及び末端部が下で中央部が上に凸状に
長手方向に湾曲した左上挟持片及び右上挟持片、前記左右上挟持片を連結する上連結部、
前記上連結部に屈折し連設した第１操作部よりなる上挟持部材と、前記左右上挟持片とで
髪を挟持し、頭部に沿うように長手方向に湾曲した左下挟持片及び右下挟持片、前記左右
下挟持片を連結する下連結部、前記下連結部に連設した第２操作部よりなる下挟持部材と
、前記左右上挟持片と前記左右下挟持片を閉じるバネ付勢を有するバネ機構と、から構成
されることを特徴とする髪留めクリップの構成とした。
【００１３】
　さらに、前記左右上挟持片と上連結部及び前記左右下挟持片と下連結部が、全体として
平面略U字形状で、かつ上挟持部材が金型で一体成型されたことを特徴とする前記髪留め
クリップの構成、前記左右上挟持片と上連結部及び前記左右下挟持片と下連結部が、全体
として平面略Ｃ字形状で、かつ上挟持部材が金型で一体成型されたことを特徴とする前記
髪留めクリップの構成とした。
【００１４】
　また、さらに、前記上連結部に連設し、左右上挟持片の間に位置する先端部及び末端部
が下で中央部が上に凸状に長手方向に湾曲した中央上挟持片と、前記下連結部に連設し、
前記中央上挟持片とで髪を挟持し、頭部に沿うように長手方向に湾曲した中央下挟持片と
を設けたことを特徴とする前記何れかに記載の髪留めクリップの構成、前記左右上挟持片
の長手方向と直交する横方向の幅が異なることを特徴とする前記の何れかに記載の髪留め
クリップの構成とした。
【００１５】
　次に、先端部及び末端部が下で中央部が上に凸状に長手方向に湾曲した上挟持片、前記
上挟持片の長手方向と直交する横方向に延設された板、前記上挟持片に屈折し連設した第
１操作部よりなる上挟持部材と、前記上挟持片とで髪を挟持し、頭部に沿うように長手方
向に湾曲した下挟持片及び前記下挟持片に連設した第２操作部よりなる下挟持部材と、前
記上下挟持片を閉じるバネ付勢を有するバネ機構とから構成されることを特徴とする髪留
めクリップの構成とした。
【００１６】
　加えて、前記バネ機構が、前記第１操作部の両サイドにそれぞれ垂下する左右の側部と
前記第２操作部の両サイドにそれぞれ起立する左右の起立部との重なり部に挿通固定され
、前記左右上挟持片と前記左右下挟持片の開閉支点となる軸と、前記軸に挿通し、第１、
第２操作部の裏面にそれぞれ端部が係止する捻りバネと、からなることを特徴とする前記
何れかに記載の髪留めクリップの構成、前記第１操作部の上面に、エンボス加工された弾
性体シートを貼付したことを特徴とする前記何れかに記載の髪留めクリップの構成とした
。
【考案の効果】
【００１７】
　本考案の髪留めクリップは、上記構成であるから、次の効果を発揮する。第１に、左右
上挟持片、左右下挟持片を距離を開け設けることで、さらには上下連結部とで全体として
、平面略Ｕ字形、Ｃ字形であるため、髪を左右の一度でかき分け、固定することができ、
カラーリング時等の理容・美容施術に際し髪留めクリップの着脱回数を少なく抑えること
ができ、施術スピードを上げ、施術者の煩雑さを低減させることができる。
【００１８】
　第２に、上下連結部に、中央上下挟持片を設けることで、髪をかき分けた部分に髪が戻
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ることが少なく、理容・美容施術が容易かつ確実に行うことができ、一層髪留めクリップ
の着脱の回数を減らすことが可能になる。
【００１９】
　第３に、左右上挟持片の横方向の幅を違えることで、髪の長さ、形状などのボリューム
、頭部の位置によって、髪を確実に押さえることができる。例えば、パーマ、ウェーブが
かかった髪では厚みがあり、細身の髪留めクリップだけでは、十分に髪を押さえ、理容・
美容施術スペースを確保できないことがあるが、幅を広くすることで、髪をかき分けた部
位周辺の髪を確実に押さえ、染色液を塗布するなど理容・美容施術スペースを確保するこ
とができる。さらに、側頭部、口頭部など上から髪が落ちてくる部位にも有効である。
【００２０】
　第４に、従来の髪留めクリップの上挟持片の長手方向と直交する横方向に板を設けるこ
とで、さらにその板を上挟持片に屈折して、髪に固定したとき頭部と間にスペースを設け
ることができる。特に、側頭部、後頭部に使用する際に、そのスペースに長い髪を収納し
、髪の垂下を防止することができる。従って、髪のカラーリング時など理容・美容施術、
整髪に際して、髪留めクリップの使用頻度を極めて低くすることができる。
【００２１】
　第５に、第１操作部材の上面に、エンボス加工された弾性体シートを貼付することで、
染色液で手袋をしている指が滑ることを低減する。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、添付図面に基づき、本考案である髪留めクリップについて詳細に説明する。
【実施例１】
【００２３】
　図１は本考案である髪留めクリップの一例の平面図、図２は開口時の左右側面図、図３
は底面図、図４は開口時の背面図である。
【００２４】
　髪留めクリップ６は、上挟持部材７と、下挟持部材１４と、バネ機構１２とからなる。
上挟持部材７は、先端部８ａ、９ａ及び末端部８ｂ、９ｂが下で中央部８ｃ、９ｃが上に
凸状に長手方向に湾曲した左上挟持片８及び右上挟持片９、前記左右上挟持片８、９を連
結する上連結部１０（一点鎖線内）、前記上連結部１０に屈折し反左右上挟持片８、９先
端部８ａ、９ａ側に連設した第１操作部１１よりなる。
【００２５】
　また、前記左右上挟持片８、９と上連結部１０及び前記左右下挟持片１５、１６と下連
結部１７が、全体として平面略U字形状である。なお、平面略Ｕ字形状には、さらに各末
端部８ｂ、９ｂ、１５ｂ、１６ｂから各先端部８ａ、９ａ、１５ａ、１６ａに行くほどほ
ど距離Ｌがより長くなるような平面弧状、ハの字状も含まれる。これら形状の他、平面全
体形状は、実施例２の平面略Ｃ字形状であってもよい。
【００２６】
　下挟持部材１４は、前記左右上挟持片８、９とでそれぞれ髪を挟持し、頭部に沿うよう
に、先端部１５ａ、１６ａ及び末端部１５ｂ、１６ｂが下で中央部１５ｃ、１６ｃが上に
凸状に長手方向に湾曲した左下挟持片１５及び右下挟持片１６、前記左右下挟持片１５、
１６を連結する下連結部１７（一点鎖線内）、前記下連結部１７の反左右下挟持片１５、
１６先端部１５ａ、１５ａ側に連設した第２操作部１８よりなる。
【００２７】
　第１、第２操作部１１、１８は、指で図２（Ｂ）に示す矢印方向の力をかけることで、
軸１３ａを支点に各挟持片の先端部８ａ、９ａ、１５ａ、１６ａから一点両矢印方向に開
口６ａする。その後、髪を挟み、指を第１、第２操作部１１、１８から離すことで、捻り
バネ１３のバネ付勢が、図２（Ｂ）反矢印方向にかかり、軸１３ａを支点に左右上挟持片
８、９、左右下挟持片１５、１６が閉じ、髪を所定の位置に固定することができる。
【００２８】
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　第１、第２操作部１１、１８の作用、効果は、従来の第１、第２操作部２ｂ、３ｂと同
様である。但し、図１に示すように、各挟持片方向に幅広であることが望ましい。その位
置は、上下挟持片の中央でも、何れか一方方向に位置したものでもよい。
【００２９】
　また、第１操作部１１の上面には、弾性体のシート１１ａを貼付し指の滑り止めとする
ことが望ましい。弾性体とは、ゴム、シリコンなどである。さらに、弾性体シート１１ａ
上には、突起、穴などのエンボス１１ｂ加工を施すことよい。これにより一層指の滑り留
めとなる。
【００３０】
　バネ機構１２は、ここではバネ機構４と同様の構成とした。各挟持片方向に幅広の第１
、第２操作部１１、１８としたため、バネ機構１２も各挟持片方向に、従来のバネ機構４
に比べ幅広としたが、それら作用、効果はバネ機構４と同じである。
【００３１】
　即ち、バネ機構１２は、第１操作部１１の両サイドにそれぞれ垂下する左右の側部７ｂ
、７ｂと、第２操作部１８の両サイドにそれぞれ起立する左右の起立部１４ａ、１４ａと
の重なり部１３ｂに挿通固定され、左右上挟持片８、９及左右下挟持片１５、１６の開閉
支点となる軸１３ａと、軸１３ａに挿通し、第１、第２操作部１１、１８の裏面にそれぞ
れ端部が係止する捻りバネ１３とからなる。
【００３２】
　軸１３ａは、起立部１４ａに穿設された孔と、第１操作部１８の上連結部１０側に設け
た第１操作部１８上面まで開口した左右の挿通孔７ａ、７ａに挿通固定される。重なり部
５ｂは、第１操作部１１の側部７ｂが、起立部１４ａ内側に位置しても外側に位置しても
よい。
【００３３】
　なお、バネ機構１２は、これら構成に限定されることなく、前記左右上挟持片８、９と
前記左右下挟持片１５、１６を閉じるバネ付勢を有すればどのようなもの構成であっても
よい。
【００３４】
　このようにしてなる髪留めクリップ６は、左右上挟持片８、９、左右下挟持片１５、１
６間にそれぞれ距離Ｌ（二点鎖線両矢印）があり、髪のかき分け部分の両サイドにそれら
を位置させ、髪を固定することで、一度の固定で、染色液を塗布するスペースを確実の確
保することができる。前記距離Ｌは、３ｃｍ～１５ｃｎ、より好ましくは５ｃｍ～１０ｃ
ｍ程度とするとよい。
【００３５】
　なお、髪留めクリップ６の素材は、上挟持部材７においては、弾性体シート１１ａを除
き、樹脂が好ましく、金型で一体成型されることが望ましい。下挟持部材１４は、従来の
髪留めクリップ１同様金属製が好ましい。貫通孔２ｅ、３ｅを設けても、設けなくてもよ
い。
【実施例２】
【００３６】
　図５は本考案である第２の髪留めクリップの平面図、図６は底面図である。髪留めクリ
ップ１９は、実施例１の左右上挟持片８、９及び上連結部１０と、左右下挟持片１５、１
６及び下連結部１７を全体として平面略Ｃ字形状にしたものである。
【００３７】
　即ち、髪留めクリップ１９は、上挟持部材２０と、下下挟持部材２３と、バネ機構１２
からなる。上挟持部材２０は、先端部８ａ、９ａ及び末端部８ｂ９ｂが下で中央部８ｃ、
９ｃが上に凸状に長手方向に湾曲し、かつ先端部８ａ、９ａが中央部８ｃ、９ｃ位置から
平面内側に孤城に湾曲した左上挟持片２１及び右上挟持片２２、前記左右上挟持片２２を
連結する上連結部１０、前記上連結部１０に屈折し連設した第１操作部１１よりなる。
【００３８】
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　下挟持部材２３は、前記左右上挟持片２１、２２とで髪を挟持し、頭部に沿うように、
先端部１５ａ、１５ａ及び末端部１５ｂ、１６ｂが下で中央部１５ｃ、１６ｃが上に凸状
に長手方向に湾曲し、かつ先端部８ａ、９ａが中央部８ｃ、９ｃ位置から平面内側に孤城
に湾曲した左下挟持片２４及び右下挟持片２５、前記左右下挟持片２４、２５を連結する
下連結部１７、前記下連結部１７に連設した第２操作部１８よりなる。
【００３９】
　他の構成は、実施例１と同様であり、その説明は省略する。これによりなる髪留めクリ
ップ１９は、実施例１の効果に加え、髪に固定した場合、中央部に空間を形成し、染色液
の塗布するスペースより広く確保することができる。
【実施例３】
【００４０】
　図７は、本校案である第３の髪留めクリップの斜視図である。髪留めクリップ２６は、
実施例１の髪留めクリップ６において、上連結部１０に連設し、左右上挟持片８、９の間
に位置する先端部２７ｂ及び末端部２７ｃが下で中央部２７ｄが上に凸状に長手方向に湾
曲した中央上挟持片２７ａと、前記下連結部１７に連設し、前記中央上挟持片２８ａとで
髪を挟持し、頭部に沿うように、先端部２８ｂ及び末端部２８ｃが下で中央部２８ｄが上
に凸状に長手方向に湾曲した中央下挟持片２８ａとをさらに設けたことを特徴とする。
【００４１】
　即ち、髪留めクリップ２６は、左右上挟持片８、９、前記左右上挟持片８、９を連結す
る上連結部１０、前記上連結部１０に連設した中央上挟持片２７ａ、前記上連結部１０に
屈折し連設した第１操作部１１よりなる上挟持部材２７と、前記左右中央上挟持片８、９
、２７ａとでそれぞれ髪を挟持し、頭部に沿うように長手方向に湾曲した左右下挟持片１
５、１６、前記左右下挟持片１５、１６を連結する下連結部１７、前記下連結部１７に連
設した中央下挟持片２８ａ、前記下連結部１７に連設した第２操作部１８よりなる下挟持
部材２８と、前記左右中上挟持片と前記左右下挟持片を閉じるバネ付勢を有するバネ機構
とからなる。
【００４２】
　前記中央上下挟持片２７ａ、２８ａは、上下連結部１０、１７に着脱式としても、左右
上下挟持片８、９、１５、１６とそれぞれ一体として成型してもよい。また、前記中央上
下挟持片２７ａ、２８ａは、左右上下挟持片８、９、１５、１６の中央に記載されている
が、何れか一方側に位置して設けてもよい。また、実施例２の平面略Ｃ型に中央上下挟持
片２７ａ、２８ａを採用してもよい。
【００４３】
　他の構成は、実施例１と同様であり、その説明は省略する。これによりなる髪留めクリ
ップ２６は、実施例１の効果に加え、髪に固定した場合、中央上下挟持部２７ａ、２８ａ
の左右に空間を形成し、染色液の塗布するスペース確保するとともに、髪留めクリップの
髪への着脱回数をさらに少なくすることができる。
【実施例４】
【００４４】
　図８は、本考案である第４の髪留めクリップの平面図である。髪留めクリップ２９は、
実施例１の左右上挟持片８、９の長手方向と直交する横方向の幅が異なること、即ち、左
右上挟持片８、９の何れか一方を幅広に成型したものである。
【００４５】
　髪留めクリップ２９は、実施例１の左上挟持片８を、平面幅広の左上挟持片３１に変更
したもので、左上挟持片８と同様、上連結部１０に連設され、先端部３１ａ及び末端部３
１ｂが下で中央部３１ｃが上に凸状に長手方向に湾曲し、上連結部１０、右上挟持片９、
第１操作部１１とで、上挟持部材３０を構成する。
【００４６】
　なお、左下挟持片３３は、実施例１の左下挟持片１５より、平面内側に位置する。湾曲
は、左下挟持片１５と同様、前記左上挟持片３１とで髪を挟持し、頭部に沿うように、先
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端部３３ａ及び末端部３３ｂが下で中央部３３ｃが上に凸状に長手方向に湾曲する。そし
て、左下挟持片３３と、下連結部１７、右下挟持片１６、第２操作部１８ともに下挟持部
材３２を構成する。
【００４７】
　他の構成は、実施例１と同様であり、その説明は省略する。このようにしてなる髪留め
クリップ２９は、例えば、パーマ、ウェーブが係った髪では厚みがあり、細身の髪留めク
リップだけでは、十分に髪を押さえ、染色液を塗布するスペースを確保できないことがあ
るが、左右上挟持片の一方を幅広にすることで、髪をかき分けた部位周辺の髪を確実に押
さえ、染色液を塗布するスペースを確保することができる。さらに、側頭部、口頭部など
上から髪が落ちてくる部位にも有効である。
【実施例５】
【００４８】
　図９は、本考案である第５の髪留めクリップの斜視図である。図９（Ａ）に示す髪留め
クリップ３４は、従来の髪留めクリップ１の上挟持片２ａ（点線）に、上挟持片２ａと水
平に、横方向に板３５ａを設けたものである。
【００４９】
　即ち、髪留めクリップ３４は、先端部２ｆ及び末端部２ｇが下で中央部２ｈが上に凸状
に長手方向に湾曲した上挟持片２ａ、前記上挟持片２ａの長手方向と直交する横方向に延
設された板３５ａ、前記上挟持片２ａに屈折し連設した第１操作部２ｂよりなる上挟持部
材３５と、前記上挟持片２ａとで髪を挟持し、頭部に沿うように、先端部３ｅ及び末端部
３ｆが下で中央部３ｇが上に凸状に長手方向に湾曲した下挟持片３ａ及び前記下挟持片３
ａに連設した第２操作部３ｂよりなる下挟持部材３と、前記上下挟持片２ａ、３ａを閉じ
るバネ付勢を有するバネ機構４とから構成される。バネ機構４、その他前述と同一の符号
（部分）は、同一の作用、構成であるため、その説明を省略する。
【００５０】
　板３５ａは、上挟持片２ａと同様の湾曲形状であっても、平坦であってもよい。湾曲型
とすれば頭部形状に沿う。板３５ａは、上挟持片２ａに着脱可能な嵌着式としてもよく、
さらに上挟持片２ａとともに金型一体成型してもよい。また、貫通孔２ｅ、２ｄを設けて
も、設けなくてもよい。さらに、第１操作部２ｂ上面には、滑り止めのシート１１ａ、エ
ンボス１１ｂ加工を施すことが望ましい。
【００５１】
　図９（Ｂ）に示す髪留めクリップ３６は、上記髪留めクリップ３４と、板３７ａを上挟
持片２ａ屈曲して設けた上挟持部材３７としたことのみ異なり、他は同一である。よって
、それら同一符号（部分）の説明は省略する。
【００５２】
　髪留めクリップ３６は、上記同様、板３７ａを上挟持片２ａに着脱可能な嵌着式、さら
に角度θを調整可能としてもよい。また、金型一体成型してもよい。一体成型する場合、
角度θは、２０°～７０°の範囲が好適である。これにより、頭部（ほぼ一点鎖線）と板
３７ａとの間にスペース３７ｂを設け、髪を収納し、特に、側頭部の長髪の垂下を効果的
に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本考案である髪留めクリップの一例の平面図である。
【図２】本考案である髪留めクリップの一例の側面図である。
【図３】本考案である髪留めクリップの一例の底面図である。
【図４】本考案である髪留めクリップの一例の背面図である。
【図５】本考案である第２の髪留めクリップの平面図である。
【図６】本考案である第２の髪留めクリップの底面図である。
【図７】本校案である第３の髪留めクリップの斜視図である。
【図８】本考案である第４の髪留めクリップの平面図である。
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【図９】本考案である第５の髪留めクリップの斜視図である。
【図１０】従来の髪留めクリップの開口時の斜視図である。
【図１１】従来の髪留めクリップの平面、底面一部透視図である。
【図１２】従来の髪留めクリップの側面一部透視図である。
【符号の説明】
【００５４】
　　１　　　髪留めクリップ
　　１ａ　　開口
　　２　　　上挟持部材
　　２ａ　　上挟持片
　　２ｂ　　第１操作部
　　２ｃ　　側部
　　２ｄ　　挿通孔
　　２ｅ　　貫通孔
　　２ｆ　　先端部
　　２ｇ　　末端部
　　２ｈ　　中央部
　　３　　　下挟持部材
　　３ａ　　下挟持片
　　３ｂ　　第２操作部
　　３ｃ　　起立部
　　３ｄ　　貫通孔
　　３ｅ　　先端部
　　３ｆ　　末端部
　　３ｇ　　中央部
　　４　　　バネ機構
　　５　　　捻りバネ
　　５ａ　　軸
　　５ｂ　　重なり部
　　６　　　髪留めクリップ
　　６ａ　　開口
　　７　　　上挟持部材
　　７ａ　　挿通孔
　　７ｂ　　側部
　　８　　　左上挟持片
　　８ａ　　先端部
　　８ｂ　　末端部
　　８ｃ　　中央部
　　９　　　右上挟持片
　　８ａ　　先端部
　　８ｂ　　末端部
　　８ｃ　　中央部
　　１０　　上連結部
　　１１　　第１操作部
　　１１ａ　シート
　　１１ｂ　エンボス
　　１２　　バネ機構
　　１３　　捻りバネ
　　１３ａ　軸
　　１３ｂ　重なり部
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　　１４　　下挟持部材
　　１４ａ　起立部
　　１５　　左下挟持片
　　１５ａ　先端部
　　１５ｂ　末端部
　　１５ｃ　中央部
　　１６　　右下挟持片
　　１６ａ　先端部
　　１６ｂ　末端部
　　１６ｃ　中央部
　　１７　　下連結部
　　１８　　第２操作部
　　１９　　髪留めクリップ
　　２０　　上挟持部材
　　２１　　左上挟持片
　　２２　　右上挟持片
　　２３　　下挟持部材
　　２４　　左下挟持片
　　２５　　右下挟持片
　　２６　　髪留めクリップ
　　２７　　上挟持部材
　　２７ａ　中央上挟持片
　　２７ｂ　先端部
　　２７ｃ　末端部
　　２７ｄ　中央部
　　２８　　下挟持部材
　　２８ａ　中央下挟持片
　　２８ｂ　先端部
　　２８ｃ　末端部
　　２８ｄ　中央部
　　２９　　髪留めクリップ
　　３０　　上挟持部材
　　３１　　左上挟持片
　　３１ａ　先端部
　　３１ｂ　末端部
　　３１ｃ　中央部
　　３２　　下挟持部材
　　３３　　左下挟持片
　　３４　　髪留めクリップ
　　３５　　上挟持部材
　　３５ａ　板
　　３６　　髪留めクリップ
　　３７　　上挟持部材
　　３７ａ　板
　　３７ｂ　スペース
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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